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経済的困窮（ハウスレス）

社会的孤立（ホームレス）

⇒ハウスとホームは違う

1990年ホームレス襲撃事件

「帰るところがない。誰かも心配されていない」

基本的視座
生きづらさとは？



能登で

問われたこと
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ケーキの意味



確かに

しかし・・・
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支援とは

何か？

5

支援は必要
しかし、

その人が生きる現実
総体としてのその人
名前のある個人

私は見てきただろうか？
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支援は必要
しかし、

その人が生きる現実
総体としての名前のある個人
私は見てきただろうか？

包括的支援体制とは何か？
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そもそも支援とは？
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「ソーシャルワークとは
社会福祉援助のことであり、
人々が生活していく上での問題を解決なり
緩和することで質の高い生活を支援し、
個人のウェルビーイングの状態を高めること
を目指していくこと」

日本学術会議社会福祉・社会保障研究連絡委員会報告書
「ソーシャルワークが展開できる社会システムづくりの提案」

（平成15年6月24日）
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解決とは何か？
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アルコール依存症
Mさんにとっての自立
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ガードレール型支援
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セーフティーネット型
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死なない程度に失敗できる
失敗する権利

地域共生社会
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アウトプット（目標）
アウトカム（目的）
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解決型支援
伴走型支援



社会的孤立の現状
伴走型支援



抱樸(ほうぼく）

「ひとりにしない」と言う支援

・老子の言葉「素を見し樸を抱き」

・樸＝原木/荒木のまま抱く

・原木/荒木は無限の可能性を持つ

・荒木ゆえに傷つく＝絆は傷を含む
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なぜ、相談に来ないのか

❶そもそも知らない

❷自己認知不全

❸すべてわかっているが・・・
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出典：https://www.city.chiba.jp/kodomomirai/kodomomirai/kikaku/documents/04_kodokukan.pdf

■若者の死因【2020年自殺白
書】
年代別の死因順位⇒15～39歳
第1位自殺⇒先進国（G7）では日
本のみ

■子どもの自殺要因
⇒6割不明

⇒なぜ、「助けて」と言えないの
か？自己責任論社会

■助けてと言える日常が必要



米国
３．１％

日本
15.3％なんと！

５倍

社会的孤立の調査 OECD諸国の比較
※相対的貧困率（２０１２年） 米国１７．４％ 日本１６．１％

米国⇒金はないが、友達は居る
日本⇒金もないが、友達もいない
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出席政府関係者
・総理大臣 ・官房長官
・文科大臣 ・厚労大臣
・国交大臣 ・農水大臣
・環境大臣 ・孤独・孤立担当大臣

加藤鮎子孤立孤独担当大臣
 

コロナ禍による「孤独」への危機感を打破するヒントとは？
第７回「孤独論」5月14日（金）［Eテレ］後10:00

NHK教育放映5月14日午後10時
Eテレ ズームバック×オチアイ

BS11 4月29日 午後9時
報道ライブ インサイドOUT
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ホームレス状態
誰が見ても困っている
しかし、助けてと言えない

何が足りない？



その気



内発的な動機
外発的な動機
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奥田 つながりや関係が無くなることが問題
高橋 つながりが無くなるということは「ことばを失う」ということですね
奥田 「ことばを失う」ということは「その人の物語」が失われるということです

高橋源一郎さん
「人とのつながりがことばを生む」



エサと弁当



社会保障（国の役割）

現金給付と現物給付

１ 地域共生社会の理念とその射程 

〇日本の社会保障は、他の先進諸国同様に、人生において典型的と
考えられるリスクや課題を想定し、その解決を目的として、それぞれ現
金給付や福祉サービス等を含む現物給付を行うという基本的なアプ
ローチの下で、公的な保障の量的な拡大と質的な発展を実現してきた。 



つながり
ことば
物語
意味・動機



支援における二つの支領域

生活維持の
最低基盤
0地点

困窮状態

欠乏

支援➀
自立支援

最低生活基準の確保
憲法25条 生存権
ステージ＝非日常

回復

名前のある個人と
して自分の物語を

生きる

支援➁
自律支援

個人の物語への支援
憲法13条
個人の尊重
幸福追求権

ステージ＝日常

伴
走
型
支
援

つ
な
が
り
続
け
る 問

題
解
決
型
支
援

動機付け



希望のまち
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自立支援☞「社会復帰」
しかし、

復帰したい社会か？
まちづくりへ



希望のまちで目指すこと その前史

「怖いまち」から「希望のまち」へ
特定危険指定暴力団 工藤會の存在が、北九州のまちに大きな痛みを与え続けた
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11年に及ぶ「暴力追放運動」の結果、工藤會問題はほぼ解決しました。

その最終段階として、その跡地を多くのひとが笑顔で過ごせる場所へ再創造します。

地域に暮らす方々、こども、若者、高齢者、生活困窮者、

障がい者、生きづらさを抱えた人々、

すべての人が「その人らしく生きる」ことができる。

そのために「居場所と出番」をつくります。



①助けてと言えるまち

希
望
の
ま
ち
の
目
的
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2022年
514人
過去最悪
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「家庭不和」12・3％
「父母からのしっせき」9.0％

「進路問題」8.4％
「いじめ」2.7％

最多は・・・

「不明」58.4％
（ 文部科学省「問題行動・不登校調査」2018年度）
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子どもたちは、
なぜ「助けて」が言えない？

背景に大人社会の実相
「他人に迷惑をかけてはいけない」

「自己責任」
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サルと人間の違い
進化とは？

サルの赤ちゃんは笑わない
誇り高き人間の証し
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「助けて！」
希望のまちのキーワード

自尊感情と自己有用感
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資材高騰など
難儀しています
どうぞ、応援よろしく
お願いいたします。
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ご清聴ありがとう
ございました。
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